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●お知らせ・自転車共済の案内 ３
●京都市の補聴器助成制度 ４
●今年度の年金改定、まちがいさがし ５
●自転車の安全運転を考える ６
●京都高齢者福祉事業団の思い出（寄稿） ７
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発 行 所

全日本建設交運一般労働組合 (建交労)
京都 事業団･高齢者部会

〒601-8103 京都市南区上鳥羽仏現寺町43番地

Tel 075-691-1007 Fax 671-1641

Ｅメール kenkourou@titan.ocn.ne.jp

発行日 毎月15日 一部30円

No.361（2026年）４月号

近くの宝塔寺さんの桜 近くの高校の生徒さん入れて



第
５
回
支
部
執
行
委
員
会
は
３
月
18
日
に
行
い
、
11
人
出
席
の

も
と
開
催
し
て
、
以
下
の
と
お
り
報
告
・
討
議
し
ま
し
た
。

１
．
職
場
の
こ
と
、
仲
間
の
こ
と

今
回
は
冒
頭
に
「
特
殊
詐
欺
（
オ
レ
オ
レ
詐
欺
）
」
で
組
合
員

が
被
害
に
遭
遇
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
会
で
は
こ

れ
に
関
連
し
て
、
怪
し
い
ス
マ
ホ
メ
ー
ル
で
の
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐

欺
な
ど
、
改
め
て
身
近
に
あ
る
危
険
の
数
々
を
挙
げ
て
、
組
合
員

へ
の
注
意
喚
起
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

１
．
こ
の
間
の
取
り
組
み
の
振
り
返
り

①
税
の
学
習
会
（
２
月
25
日
）
。
税
務
相
談
な
ど
は
５
人
。

②
府
本
部
の
春
闘
決
起
集
会
（
３
月
８
日
）
。
６
人
参
加
。

２
．
各
分
会
の
取
り
組
み

①
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス
協
会
京
都
事
業
所
分
会
、
春
闘
妥
結
。

②
宇
治
分
会
、
定
年
延
長
に
係
る
労
使
の
や
り
取
り
報
告
。

３
．
京
都
府
知
事
選
挙
の
取
り
組
み

こ
の
間
の
選
挙
闘
争
行
動
と
参
加
人
数
な
ど
の
報
告
。

４
．
今
後
の
取
り
組
み

①
職
場
ア
ン
ケ
ー
ト
の
取
り
扱
い
と
、
組
合
員
へ
の
報
告
段
取
り
。

②
今
年
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
前
ア
ン
ケ
ー
ト
の
取
り
組
み
。

③
京
都
総
評
・
最
賃
署
名
の
内
容
と
署
名
集
め
の
取
り
組
み
。

④
そ
の
他
、
執
行
委
員
の
動
向
に
関
す
る
報
告
。

生活のために働きたい高齢者を結集しよう ！ ( ２ )

京
都
府
知
事
選
挙
の
取
り
組
み
と
結
果
に
つ
い
て

建
交
労
京
都
支
部
執
行
委
員
長

松
永
雅
明

①
４
月
５
日
に
執
行
さ
れ
た
京
都
府
知
事
選
挙
で
は
、
藤
井

伸
生
さ
ん
は
15
万
票
弱
を
獲
得
し
ま
し
た
が
、
政
党
相
乗

り
の
現
職
候
補
に
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
。

②
私
た
ち
は
、
１
月
の
藤
井
さ
ん
の
立
候
補
表
明
を
受
け
、

２
月
の
執
行
委
員
会
で
府
知
事
候
補
と
し
て
推
薦
を
決
定
。

高
齢
者
会
館
民
主
府
政
の
会
を
立
ち
上
げ
、
民
主
府
政
の

会
南
区
連
絡
会
に
参
加
し
て
、
運
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

③
機
関
誌
で
の
訴
え
や
チ
ラ
シ
の
配
布
、
選
挙
ハ
ガ
キ
の
郵

送
、
電
話
で
の
呼
び
か
け
な
ど
を
通
じ
て
、
組
合
員
の
皆

さ
ん
に
藤
井
さ
ん
へ
の
支
持
拡
大
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。

④
諸
物
価
高
騰
の
中
で
「
く
ら
し
の
応
援
」
を
行
う
府
政
へ

の
転
換
を
め
ざ
し
、
ケ
ア
労
働
を
魅
力
あ
る
仕
事
へ
と
高

め
る
政
策
の
実
現
と
と
も
に
、
北
陸
新
幹
線
京
都
延
伸
反

対
、
原
発
ゼ
ロ
、
舞
鶴
自
衛
隊
基
地
の
強
化
や
祝
園
分
屯

地
の
弾
薬
庫
建
設
へ
の
反
対
な
ど
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。

⑤
本
選
挙
に
あ
た
っ
て
は
、
14
人
の
組
合
員
の
皆
さ
ん
か
ら

合
計
２
万
８
５
２
０
円
の
カ
ン
パ
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま

し
た
。
支
部
で
の
選
挙
活
動
経
費
や
、
選
挙
確
認
団
体
へ

の
活
動
分
担
金
な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。



高齢者差別の後期高齢者医療制度の廃止！( ３ )

今年も、京都府最低賃金の引き上げと、中小企

業に対する支援策を求める署名にご協力ください。

ご署名いただけましたら、最寄りの執行委員か

労働組合事務所、京都高齢者福祉事業団事務局ま

でお届けください。

■掛金は申込時の一括払で、2,000円＋（ 600円×人数 ）となります。

つまり、本人のみなら2,600円、ご夫婦なら3,200円です。

2,000円が契約ごとの個人賠償責任共済、600円が自転車災害共済です。

■この自転車共済の補償期間は、７月１日から翌年６月30日です。

■自転車事故でケガをした場合は、自損事故でも警察に届けてください。

共済給付申請には、公的な交通事故証明が必要になります。



京
都
市
は
２
０
２
６
年

度
予
算
案
に
、
高
齢
者
の

補
聴
器
購
入
費
助
成
制
度

を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

対
象
は
65
歳
以
上
の
京

都
市
民
で
、
補
聴
器
が
必

要
と
認
め
ら
れ
た
人
な
ど
。

助
成
額
は
購
入
費
の
２
分

の
１
、
上
限
は
両
耳
で
３

万
円
と
さ
れ
、
今
年
10
月

か
ら
の
実
施
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

加
齢
性
難
聴
は
75
歳
以

上
の
約
７
割
に
見
ら
れ
、

放
置
す
れ
ば
認
知
症
リ
ス

ク
の
増
大
や
社
会
的
孤
立

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
し

か
し
補
聴
器
は
片
耳
で
も

十
数
万
円
と
高
額
な
た
め
、

所
有
率
は
わ
ず
か
15
％
に
と
ど
ま
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
普
及
率
を
高
め
る
た
め
、

公
的
助
成
を
求
め
る
運
動
は
全
国
に
広
が

り
、
す
で
に
５
０
０
を
超
え
る
自
治
体
で

制
度
が
実
現
し
て
い
ま
す
。
京
都
で
も
２

０
２
０
年
に
「
補
聴
器
の
公
的
補
助
を
求

め
る
会
」
が
結
成
さ
れ
、
署
名
活
動
や
自

治
体
交
渉
、
議
会
へ
の
請
願
な
ど
、
粘
り

強
い
取
り
組
み
が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

市
議
会
で
も
繰
り
返
し
助
成
の
必
要
性
が

取
り
上
げ
ら
れ
、
今
回
の
制
度
創
設
へ
と

つ
な
げ
ま
し
た
。

京
都
府
内
で
は
京
丹
後
市
、
精
華
町
、

京
田
辺
市
、
大
山
崎
町
に
続
く
５
番
目
の

実
施
と
な
り
ま
す
。
市
民
の
声
と
運
動
、

議
会
論
戦
が
行
政
を
動
か
し
た
成
果
と
い

え
ま
す
。

し
か
し
、
今
回
の
制
度
は
出
発
点
に
す

ぎ
ま
せ
ん
。
ま
ず
助
成
額
の
少
な
さ
で
す
。

全
国
平
均
は
３
万
６
千
円
、
府
内
最
高
の

大
山
崎
町
は
上
限
５
万
円
で
す
。

ま
た
利
用
要
件
の
厳
し
さ
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
補
聴
器
専
門
医
の
診
断
に
加
え
、

地
域
介
護
予
防
推
進
セ
ン
タ
ー
で
の
講
座

参
加
や
購
入
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
介
護
度
が
高
い
人

や
交
通
不
便
地
域
の
住
民
に
は
利
用
し
に

く
い
な
ど
、
利
用
の
ハ
ー
ド
ル
も
高
く
、

高
齢
者
の
実
情
に
合
っ
て
い
る
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
制
度
へ

の
改
善
は
急
務
で
す
。

今
回
の
制
度
実
現
は
、
市
民
運
動
が
行

政
を
動
か
し
た
重
要
な
一
歩
で
す
。
今
後

も
引
き
続
き
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
制

度
へ
と
前
進
さ
せ
る
た
め
、
運
動
と
世
論

を
さ
ら
に
広
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

（
山
川
）

高齢者・ 失業者の就労の場拡大強化と事業団運動の前進を！ ( ４ )

京
都
市
で
今
年
10
月
か
ら
、
高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
費
助
成
制
度

が
始
ま
り
ま
す
。
市
民
の
粘
り
強
い
運
動
と
議
会
で
の
追
及
が
制
度

創
設
を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。
一
方
で
、
助
成
額
や
利
用
要
件
に
は
、

な
お
改
善
す
べ
き
課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

京都市で補聴器助成ついに実現
市民運動と議会論戦が市政を動かす

課
題
も…

「
助
成
額
引
き
上
げ
と
要
件
緩
和
を
」



政
府
は
、
２
０
２
６
年
度
（
令
和
８
年

度
）
の
年
金
支
給
額
に
つ
い
て
、
前
年
度

比
で
引
き
上
げ
る
改
定
を
決
定
・
発
表
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
年
金
額
は
４
年
連

続
の
増
額
と
な
り
ま
す
。

改
定
率
は
、
基
礎
年
金
（
国
民
年
金
）

が
前
年
度
比
1.9
％
増
、
厚
生
年
金
（
報
酬

比
例
部
分
）
が
同
2.0
％
増
と
な
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
老
齢
基
礎
年
金
は
満
額
で

月
額
７
万
６
０
８
円
（
年
額
84
万
７
３
０

０
円
）
、
厚
生
年
金
は
夫
婦
２
人
分
の
標

準
的
な
モ
デ
ル
で
月
額
23
万
７
２
７
９
円
。

こ
の
改
定
は
今
年
４
月
分
か
ら
適
用
さ
れ
、

６
月
支
給
分
か
ら
反
映
さ
れ
ま
す
。

一
方
で
、
今
回
の
増
額
は
物
価
上
昇
率

3.2
％
を
下
回
っ
て
お
り
、
実
質
的
な
購
買

力
は
低
下
し
ま
す
。
額
面
上
は
増
え
て
も
、

日
常
の
生
活
費
負
担
の
増
加
に
追
い
つ
か

ず
、
「
目
減
り
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

制
度
面
で
は
い
く
つ
か
の
変
更
も
あ
り
、

低
所
得
の
年
金
受
給
者
を
支
え
る
年
金
生

活
者
支
援
給
付
金
は
、
今
年
度
か
ら
3.2
％

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
ま
た
在
職
老
齢

年
金
制
度
は
、
支
給
停
止
と
な
る
基
準
額

が
月
額
51
万
円
か
ら
65
万
円
へ
と
引
き
上

げ
ら
れ
、
一
定
の
就
労
継
続
を
後
押
し
す

る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

物
価
高
騰
が
続
く
中
で
年
金
水
準
の
実

質
的
な
引
き
上
げ
に
は
至
ら
ず
、
高
齢
者

の
生
活
を
め
ぐ
る
不
安
は
解
消
さ
れ
て
い

な
い
。
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
年
金
制
度
の

確
立
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

（
山
川
）

守ろう ９ 条！ 生かそう 憲法!! なく そう 貧困! ! !( ５ )

年
金
は
４
年
連
続
増
額
も
、
物
価
に
追
い
つ
か
ず
実
質
目
減
り

２
０
２
６
年
度
年
金
改
定
、
暮
ら
し
へ
の
影
響
は
依
然
厳
し
く

２
０
２
６
年
度
の
年
金
支
給
額
は
４
年
連
続
の
引
き
上
げ
と
な
る
。
し
か
し
物
価

上
昇
率
を
下
回
る
改
定
に
と
ど
ま
り
、
実
質
的
な
生
活
水
準
は
む
し
ろ
低
下
す
る
見

通
し
。
制
度
面
で
は
一
部
改
善
も
あ
る
が
、
年
金
生
活
の
厳
し
さ
は
続
い
て
い
る
。

４月のまちがいさがし ２つの絵で違いが７ヵ所あります。

学校給食 （答えは10ペー



近
年
、
自
転
車
事
故
の
増
加
を
背
景
に
、

道
路
交
通
法
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
な
か
で
も
大
き
な
変
更
は
、
自

転
車
利
用
者
に
対
す
る
罰
則
の
強
化
で
す
。

信
号
無
視
や
一
時
停
止
違
反
、
右
側
通
行

な
ど
に
反
則
金
が
科
さ
れ
る
仕
組
み
（
い

わ
ゆ
る
「
青
切
符
」
）
が
導
入
さ
れ
、
違

反
に
対
す
る
責
任
が
よ
り
明
確
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」
や
酒
気

帯
び
運
転
と
い
っ
た
危
険
行
為
に
つ
い
て

も
、
厳
し
い
罰
則
の
対
象
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
重
大
事
故
に
直
結
す
る
行

為
で
あ
り
、
「
つ
い
う
っ
か
り
」
で
は
済

ま
さ
れ
な
い
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
自

転
車
は
歩
行
者
で
は
な
く
「
軽
車
両
」
、

つ
ま
り
車
の
一
種
で
あ
る
と
い
う
点
で
す
。

原
則
と
し
て
車
道
の
左
側
を
通
行
し
、
信

号
や
標
識
に
従
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一

方
で
、
70
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、
安
全
確

保
の
観
点
か
ら
歩
道
通
行
が
認
め
ら
れ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
際
も
歩
行
者

優
先
で
徐
行
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

で
は
、
高
齢
者
と
し
て
ど
の
よ
う
な
点

に
気
を
つ
け
る
べ
き
か
？

第
一
に
、
自

転
車
も
「
運
転
し
て
い
る
」
と
い
う
意
識

を
持
つ
こ
と
で
す
。
免
許
が
不
要
で
あ
っ

て
も
、
事
故
を
起
こ
せ
ば
加
害
者
と
な
り

得
ま
す
。
第
二
に
、
無
理
を
し
な
い
こ
と

で
す
。
加
齢
に
よ
り
判
断
力
や
反
応
速
度

は
低
下
し
ま
す
。
交
通
量
の
多
い
道
路
や

混
雑
し
た
時
間
帯
は
避
け
、
危
険
を
感
じ

た
と
き
に
は
自
転
車
を
降
り
て
押
し
て
歩

く
こ
と
も
大
切
で
す
。
第
三
に
、
「
な
が

ら
運
転
」
は
絶
対
に
避
け
る
こ
と
で
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
や
注
意
散
漫
は

事
故
の
大
き
な
原
因
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
事
故
防
止
の
た
め
に
は
「
見

え
る
・
見
ら
れ
る
工
夫
」
も
重
要
で
す
。

早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
や
反
射
材
の
活
用
、

明
る
い
服
装
は
、
自
分
の
存
在
を
周
囲
に

知
ら
せ
る
有
効
な
手
段
で
す
。
そ
し
て
何

よ
り
、
歩
行
者
へ
の
思
い
や
り
を
忘
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
歩
道
で
は
、
自
転

車
は
「
通
ら
せ
て
も
ら
う
」
と
い
う
立
場

で
あ
り
、
譲
り
合
い
の
姿
勢
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

今
回
の
法
改
正
は
、
取
り
締
ま
り
を
強

め
る
こ
と
自
体
が
目
的
で
は
な
く
、
事
故

を
減
ら
し
生
命
を
守
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

自
転
車
は
高
齢
者
に
と
っ
て
大
切
な
移
動

手
段
で
す
。
「
ゆ
っ
く
り
・
確
実
に
・
譲

り
合
い
」
を
基
本
に
、
安
全
で
安
心
な
利

用
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

（
山
川
）

介護保険制度の充実と介護労働者の労働条件改善を！ ( ６ )

道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
り
、
自
転
車
の
交
通
違
反
に
対
す
る
罰
則
が
強
化
さ
れ

ま
し
た
。
４
月
か
ら
は
「
青
切
符
」
に
よ
る
反
則
金
制
度
も
導
入
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
ル
ー
ル
遵
守
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
身
近
な
移
動
手
段
で
あ
る
自
転
車
を
、

安
全
に
利
用
し
続
け
る
た
め
に
、
心
構
え
を
改
め
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

自
転
車
も
「
車
の
仲
間
」
へ

罰
則
強
化
時
代
の
自
転
車
の
安
全
運
転
を
考
え
る

第 一
安

全



京
都
市
中
央
卸
売
市
場
第
二
市
場
の
勤

務
形
態
は
、
基
本
的
に
月
曜
・
水
曜
・
祝

祭
日
が
休
み
で
す
。
た
だ
し
、
12
月
の
繁

忙
期
で
あ
る
第
２
・
第
３
週
の
水
曜
日
は

勤
務
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
12
月
29
日
か

ら
１
月
４
日
ま
で
は
休
み
で
す
。

私
た
ち
の
勤
務
は
８
時
か
ら
15
時
ま
で

の
６
時
間
で
、
１
日
の
出
面
は
４
〜
５
名

で

づ

ら

で
す
。
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
運
転
者
が
１

名
、
伝
票
を
付
け
る
者
が
１
名
は
必
ず
出

勤
し
ま
す
。

朝
８
時
が
出
勤
時
刻
で
す
が
、
実
際
に

は
７
時
30
分
に
は
現
場
に
出
て
仕
事
の
準

備
を
始
め
ま
す
。
毎
日
、
守
衛
室
に
は
そ

の
日
の
牛
や
豚
の
処
分
数
が
掲
示
さ
れ
ま

す
。
処
分
数
が
少
な
い
日
は
、
少
し
気
が

楽
に
な
り
ま
す
。

牛
は
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
九
州
ま
で
、

各
地
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ば
れ
て
き
ま
す
。

１
日
の
処
分
数
は
、
お
お
よ
そ
牛
が
20
頭

か
ら
50
頭
、
豚
は
50
頭
か
ら
１
０
０
頭
近

く
に
の
ぼ
り
ま
す
。

前
夜
に
運
ば
れ
て
き
た
牛
は
、
係
留
場

で
処
分
の
順
番
を
待
っ
て
い
ま
す
。
朝
に

な
る
と
、
そ
れ
ら
の
牛
が
１
頭
ず
つ
ロ
ー

プ
に
つ
な
が
れ
、
処
分
場
へ
と
、
並
ん
で

入
っ
て
い
き
ま
す
。
最
後
に
ホ
ー
ス
で
水

を
か
け
ら
れ
ま
す
。
状
況
が
分
か
る
の
か
、

モ
ー
モ
ー
と
大
き
な
声
で
鳴
く
牛
も
い
ま

す
。牛

は
処
分
場
で
は
頭
を
固
定
さ
れ
、
圧

縮
空
気
の
銃
で
頭
部
を
撃
た
れ
、
脳
震
盪

の
う
し
ん
と
う

で
倒
れ
ま
す
。
す
ぐ
に
喉
を
切
り
開
き
、

の
ど

鉄
棒
を
心
臓
へ
差
し
入
れ
ま
す
。
そ
の
後
、

頭
部
は
胴
体
か
ら
切
り
離
さ
れ
ま
す
。
胴

体
の
後
ろ
足
に
は
チ
ェ
ー
ン
が
か
け
ら
れ
、

２
階
の
処
理
場
へ
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

首
か
ら
は
血
が
滴
り
落
ち
て
い
ま
す
。

し
た
た

切
り
離
さ
れ
た
頭
部
は
、
す
ば
や
く
角つ

の

と
皮
が
は
が
さ
れ
、
カ
ゴ
に
入
れ
ら
れ
ま

す
。
皮
を
は
が
さ
れ
た
頭
部
か
ら
は
、
ま

ず
舌
（
タ
ン
）
を
取
り
出
し
ま
す
。
こ
の

し
た

作
業
は
獣
医
師
が
担
当
し
ま
す
。
検
査
の

た
め
、
脳
も
取
り
出
さ
れ
ま
す
。
舌
を
抜

か
れ
、
頭
骨
だ
け
に
な
っ
た
も
の
が
リ
フ

ト
で
私
た
ち
の
待
つ
場
所
ま
で
運
ば
れ
て

き
ま
す
。

頭
部
は
１
つ
で
20
キ
ロ
近
く
あ
り
、
そ

れ
を
大
型
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
箱
（
縦

２
メ
ー
ト
ル
、
横
１
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
１

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
）
に
入
れ
ま
す
。
１
箱
に

は
30
頭
分
ほ
ど
入
り
ま
す
。
そ
れ
ら
は
１

日
保
存
す
る
た
め
、
大
型
コ
ン
テ
ナ
（
冷

凍
庫
）
に
収
納
し
ま
す
。

（
つ
づ
く
）

労働組合の社会的使命と役割を果たす中で政治革新の前進を！( ７ )

牛
や
豚
と
と
も
に

連
載
第
６
回

京
都
高
齢
者
福
祉
事
業
団
Ｏ
Ｂ

木
村

徹
さ
ん

行
雲

流
水



５
月
１
日
㈮

春
の
古
書
大
即
売
会
／
み
や
こ
め
っ
せ

野
菜
地
域
産
品
市
／
京
都
府
立
植
物
園

５
月
２
日
㈯

湯
上
が
り
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
祭
／
伏
見
力
の
湯

八
十
八
夜
茶
摘
み
の
集
い
／
宇
治
茶
会
館

５
月
３
日
㈰

市
民
煎
茶
の
会
／
元
離
宮
二
条
城
・
清
流
園

亀
岡
光
秀
ま
つ
り
／
亀
岡
市
役
所

５
月
５
日
㈫

泰
山
府
君
祭
／
赤
山
禅
院
（
左
京
区
修
学
院
）

た
い
ざ
ん
ふ
く
ん
さ
い

藤
森
祭
・
駈
馬
神
事
／
藤
森
神
社

５
月
９
日
㈯

レ
プ
タ
イ
ル
ズ
シ
ョ
ー
／
パ
ル
ス
プ
ラ
ザ

５
月
10
日
㈰

宇
治
川
源
平
龍

舟

祭
／
宇
治
公
園
・
塔
の
島

り
ょ
う
し
ゅ
う

５
月
15
日
㈮

葵
祭
／
京
都
御
所
～
下
鴨
神
社
～
上
賀
茂
神
社

歌
舞
伎
鑑
賞
教
室
／
南
座
（
四
条
川
端
）

５
月
16
日
㈯

春
の
バ
ラ
ま
つ
り
／
綾
部
バ
ラ
園
（
綾
部
市
）

５
月
17
日
㈰

三
船
祭
／
嵐
山
大
堰
川
（
渡
月
橋
上
流
）

大
仏
鉄
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
／
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口

５
月
20
日
㈬

一
斉
放
水
点
検
／
美
山
か
や
ぶ
き
の
里
（
南
丹
）

５
月
23
日
㈯

全
国
煎
茶
道
大
会
／
黄
檗
山
萬
福
寺
（
宇
治
）

お
う
ば
く
さ
ん
ま
ん
ぷ
く
じ

５
月
31
日
㈰

五
月
満
月
祭
／
鞍
馬
寺
（
左
京
区
）

う

え

さ

く

さ
い

あ
じ
さ
い
園
公
開
／
三
室
戸
寺
（
宇
治
市
莵
道
）

皐
月
の
あ
れ
こ
れ

＝

葵

祭＝

さ

つ
き

京
都
の
５
月
と
い
え
ば
葵
祭
。
５
月
15
日
、
京
都
御
所
を
午

あ
お
い
ま
つ
り

前
10
時
半
に
出
発
し
、
総
勢
５
０
０
人
余
、
馬
36
頭
、
牛
４
頭
、

牛
車
２
基
、
輿
１
台
に
よ
る
王
朝
行
列
が
、
堺
町
御
門
を
出
て

ぎ
っ
し
ゃ

こ
し

丸
太
町
通
を
東
進
、
河
原
町
通
を
北
上
、
出
町
橋
か
ら
下
鴨
神
社

へ
向
か
い
ま
す
。
午
後
は
下
鴨
神
社
を
出
発
し
、
下
鴨
本
通
を
北

上
、
洛
北
高
校
前
で
左
折
、
北
大
路
橋
を
渡
っ
て
右
折
、
御
薗
橋

か
ら
上
賀
茂
神
社
へ
。
全
行
程
は
約
８
㌔
に
及
ぶ
そ
う
で
す
。

京
都
御
苑
内
の
旧
宮
家
・
旧
公
家
屋
敷
の
遺
構
の
見
学

葵
祭
な
ど
で
京
都
御
苑
に
出
か
け
ら
れ
た
際
に
は
、
苑
内
の
諸

施
設
も
あ
わ
せ
て
見
学
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

閑
院
宮
邸
跡
収
納
展
示
館
（
間
之
町
口
の
西
側
）

か
ん
い
ん
の
み
や

あ

い
の
ま
ち
ぐ
ち

閑
院
宮
は
江
戸
時
代
の
四
親
王
家
（
伏
見
宮
、
桂
宮
、
有
栖
川

あ
り
す
が
わ

宮
）
の
一
つ
。
収
納
展
示
館
は
４
年
前
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、

京
都
御
苑
の
自
然
や
歴
史
を
学
べ
る
展
示
室
と
庭
園
が
公
開
さ
れ

て
い
ま
す
。
Ｖ
Ｒ
シ
ア
タ
ー
も
併
設
。
入
館
無
料
。

拾
翠
亭
（
旧
九
條
家
遺
構
・
間
之
町
口
の
東
側
）

し
ゅ
う
す
い
て
い

五
摂
家
・
九
條
家
（
ほ
か
は
近
衞
、
一
條
、
二
條
、
鷹
司
）
の

ご

せ

っ

け

こ

の

え

た
か
つ
か
さ

屋
敷
内
に
あ
っ
た
茶
会
や
歌
会
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
江
戸
時
代

の
別
邸
が
現
存
し
、
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
池
の
ほ
と
り
に
建
つ

２
階
建
の
数
寄
屋
風
書
院
造
で
、
大
小
２
つ
の
茶
室
が
あ
り
ま
す
。

２
階
座
敷
か
ら
の
眺
め
は
格
別
。
入
場
料
３
０
０
円
。
（
山
川
）

みんなの力で高齢者事業団運動を高めよう ！ ( ８ )

京
都
の
催
事
案
内

有
料
行
事
を
含
む
、
イ
ベ
ン
ト
予
定
を

拾
っ
て
み
ま
し
た
。
主
催
者
の
都
合
や

天
候
等
で
、
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。



３
月
28
日
、
「
久
世
健
康
友
の
会
・
歩
こ
う
会
」
の
仲
間
た
ち

と
、
花
見
散
策
に
出
か
け
ま
し
た
。
当
日
は
絶
好
の
行
楽
日
和
で
、

妻
と
共
に
集
合
場
所
へ
向
か
う
道
中
か
ら
「
今
日
は
暑
く
な
り
そ

う
」
と
言
い
合
う
ほ
ど
の
快
晴
。
移
動
に
は
京
都
市
の
「
敬
老
乗

車
証
」
を
活
用
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
外
出
の
折
に
そ
の
恩
恵
に

授
か
る
た
び
、
京
都
市
民
で
あ
る
こ
と
の
喜
び
を
実
感
し
ま
す
。

地
下
鉄
九
条
駅
に
集
ま
っ
た
20
人
の
参
加
者
は
、
今
出
川
駅
へ
。

下
車
後
、
京
都
御
所
と
同
志
社
大
学
に
挟
ま
れ
た
今
出
川
通
を
東

へ
進
み
、
賀
茂
大
橋
へ
。
橋
か
ら
は
「
鴨
川
デ
ル
タ
」
が
眺
め
ら

れ
ま
す
。
府
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
知
ら

れ
る
こ
の
場
所
は
、
多
く
の
家
族
連
れ
や

グ
ル
ー
プ
で
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

一
行
は
橋
の
西
側
か
ら
河
原
へ
と
降
り
、

賀
茂
川
に
沿
っ
て
北
上
を
開
始
し
ま
す
。

出
町
橋
、
葵
橋
、
出
雲
路
橋
と
進
む
に
つ

れ
、
視
界
に
は
満
開
の
桜
が
次
々
と
飛
び

込
ん
で
き
ま
す
。
川
沿
い
に
広
が
る
鴨
川

公
園
は
、
色
と
り
ど
り
の
シ
ー
ト
を
広
げ

て
宴
を
楽
し
む
人
々
が
溢
れ
、
活
気
に
満

ち
て
い
ま
し
た
。
北
大
路
橋
で
上
が
り
、

植
物
園
へ
と
到
着
し
ま
し
た
。

京
都
府
立
植
物
園
は
日
本
最
古
の
公
立
植
物
園
で
、
２
０
２
４

年
に
ち
ょ
う
ど
百
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
、
次
の
百
年
に
向
け

て
「
世
界
の
生
物
多
様
性
の
保
全
へ
の
貢
献
」
と
い
う
新
た
な
ビ

ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
１
９
９
２
年
の
観
覧
温
室
竣
工
を
皮

切
り
に
、
「
四
季

彩
の
丘
」
や
「
森
の
カ
フ
ェ
」
な
ど
、
植
栽

施
設
か
ら
憩
い
の
ス
ペ
ー
ス
ま
で
幅
広
く
拡
充
さ
れ
て
い
ま
す
。

春
に
は
約
５
０
０
本
の
桜
、
秋
に
は
紅
葉
が
園
内
を
彩
る
な
ど
、

四
季
折
々
の
植
物
の
生
命
力
に
触
れ
ら
れ
る
場
所
と
し
て
、
案
内

板
に
も
そ
の
魅
力
が
誇
ら
し
げ
に
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

芝
生
広
場
に
到
着
し
た
一
行
は
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
腰
を
下
ろ

し
、
持
参
し
た
弁
当
を
広
げ
ま
し
た
。
外
で
食
べ
る
食
事
と
美
し

い
景
色
の
組
み
合
わ
せ
は
格
別
で
す
。
食
後
の
自
由
行
動
で
印
象

的
だ
っ
た
の
は
、
梅
林
や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
種
類
豊
富
に
植
え
ら

れ
て
い
た
ツ
バ
キ
園
で
す
。
熱
心
に
見
て
回
る
う
ち
に
足
に
疲
れ

を
感
じ
、
木
陰
の
ベ
ン
チ
で
一
休
み
。
春
の
風
を
感
じ
な
が
ら
過

ご
す
穏
や
か
な
時
間
は
、
何
物
に
も
代
え
が
た
い
も
の
で
し
た
。

こ
の
日
の
出
費
は
夫
婦
二

人
の
入
園
料
５
０
０
円
の
み
。

交
通
費
は
す
べ
て
敬
老
乗
車

証
で
賄
わ
れ
、
非
常
に
安
上

が
り
な
が
ら
も
、
心
身
と
も

に
豊
か
に
な
れ
た
充
実
の
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

高齢者・ 障害者が安心できる社会保障制度の実現を！( ９ )

花
見
し
な
が
ら

賀
茂
川
か
ら
植
物
園
を
散
策

建
交
労
京
都
支
部
Ｏ
Ｂ

中
村

崇
さ
ん

▲京都府立植物園の芝生広場にて

▲桜と雪柳



春
の
彼
岸
を
過
ぎ
ま
し
た
が
、
朝
夕
は
冷

え
込
み
が
残
り
ま
す
。
さ
ら
に
こ
の
時
期

は
、
樫
な
ど
の
常
緑
樹
が
葉
を
落
と
す
季

カ
シ

節
で
も
あ
り
、
掃
除
に
追
わ
れ
る
日
々
で

す
。
風
邪
な
ど
召
さ
れ
ぬ
よ
う
ご
自
愛
を
。

新
自
由
主
義
と
分
断
政
治
の
危
う
さ

先
の
京
都
府
知
事
選
で
次
点
と
な
っ
た
浜

田
聡
氏
の
公
約
を
改
め
て
辿
っ
て
み
た
。

「
納
税
者
を
守
る
」
と
い
う
威
勢
の
良
い

言
葉
が
並
ぶ
が
、
そ
の
実
態
は
社
会
保
障

の
切
り
捨
て
と
公
的
責
任
の
放
棄
に
近
い
。

▼
減
税
の
財
源
と
し
て
、
福
祉
や
医
療
、

地
域
を
支
え
る
仕
組
み
を
削
減
す
れ
ば
、

そ
の
し
わ
寄
せ
は
、
高
齢
者
や
低
所
得
者
、

非
正
規
労
働
者
な
ど
、
本
来
支
援
を
必
要

と
す
る
人
々
に
向
か
う
。
▼
ま
た
「
本
物

の
弱
者
」
と
い
う
恣
意
的
な
線
引
き
や
、

し

い

外
国
人
へ
の
規
制
強
化
を
掲
げ
る
姿
勢
は
、

市
民
の
間
に
不
信
と
対
立
を
生
み
、
社
会

の
分
断
を
深
め
る
。
▼
「
既
得
権
益
」
や

「
公
金
チ
ュ
ー
チ
ュ
ー
」
と
い
っ
た
過
激

な
言
葉
で
行
政
や
団
体
を
一
括
し
て
否
定

す
る
の
も
、
冷
静
な
議
論
を
遠
ざ
け
る
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
典
型
。
必
要
な
の
は
個
別

の
課
題
に
即
し
た
丁
寧
な
検
証
と
改
善
で

あ
り
、
一
刀
両
断
の
切
り
捨
て
で
は
な
い
。

▼
ま
た
、
警
察
力
の
大
幅
強
化
や
監
視
技

術
の
拡
大
は
、
「
安
全
」
の
名
の
も
と
に

市
民
の
自
由
を
圧
迫
す
る
危
う
さ
を
孕
む
。

は
ら

安
心
と
引
き
換
え
に
監
視
社
会
を
受
け
入

れ
る
こ
と
が
、
真
の
自
由
だ
ろ
う
か
。
▼

京
都
の
未
来
は
、
一
部
の
「
強
者
」
だ
け

が
恩
恵
を
受
け
る
社
会
で
は
な
く
、
多
様

な
背
景
を
持
つ
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。
（
や
）

( １０ )

まちがいさがしのこたえ


